
 

 

 

          

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ３ 月 2 4 日 

横浜市健康福祉局健康推進課 

神 奈 川 県 赤 十 字 血 液 セ ン タ ー 

記 者 発 表 資 料 

１ 日時 

令和７年４月10日（木）、11日（金） 

各日とも10:00～16:00（11:30～12:45は昼休み） 

２ 会場 

横浜市役所１階アトリウム（横浜市中区本町６－50－10） 

３ 献血ができる方 

16歳から69歳の健康な方 

（65歳以上の方は、60歳～64歳までの間に献血経験があること） 

（体重が男性45㎏以上、女性40㎏以上） 

４ 骨髄ドナー登録ができる方 

18歳から54歳の健康な方（体重が男性45㎏以上、女性40㎏以上） 

骨髄提供・末梢血幹細胞提供の内容を十分に理解している方 

    ※登録時に詳細な説明がされます。 

５ 臓器移植啓発推進ブース設営 

免許証等の臓器提供意思表示欄の記入状況について、アンケートを行います。 

横浜スポーツパートナーズとのコラボ 

横浜市 × 神奈川県赤十字血液センター × 横浜スポーツパートナーズ 

市庁舎献血・骨髄ドナー登録会～スポーツの「チ」カラ～を開催します！ 

横浜スポーツパートナーズの協力チーム 

開催概要 

献血や骨髄ドナー登録に一層の関心を持っていただくため、神奈川県赤十字血液センターに

加え、横浜スポーツパートナーズ※とコラボし、昨年 10 月に引き続き「スポーツの『チ』カ

ラ」と題して、市庁舎献血・骨髄ドナー登録会を開催します。 

今回も、横浜スポーツパートナーズの４つのチームにご協力いただきます。 
※横浜スポーツパートナーズは、横浜を本拠地とする７競技 13 チームのトップスポーツチームによる連

携・協働体制です。 

コラボ内容 

〇 Y.S.C.C.（男子サッカー・フットサル） 〇 横浜キヤノンイーグルス（男子ラグビー） 

〇 YOKOHAMA TKM（女子ラグビー）     〇 横浜 FC（男子サッカー） 

○ ユニフォームやのぼり旗でアトリウムを装飾します。 

○ グッズや試合で躍動する写真などを展示します。 

○ 献血された方には、各チームからのメッセージを  

添えた紹介チラシを配布します。 

裏面あり 
＜昨年の様子＞ 

＜昨年の様子＞ 



 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

  

 

  

 

 

 Y.S.C.C. （男子サッカー・フットサルチーム） 

1986年創設。「地域はファミリー」をクラブ理念とし、 

地域の方々を大きな家族としてお招きできるような、 

愛着のあるスポーツクラブを目指しています。 

 

横浜キヤノンイーグルス （男子ラグビーチーム） 

2021年７月から横浜市をホストエリアとして活動開始。 

ラグビーを通じて、勝利の「喜び」と「感動」を多くの 

皆様と共有し、愛されるチームを目指しています。 

 

                

YOKOHAMA TKM （女子ラグビーチーム） 

横浜市戸塚区を拠点に活動しています。選手の多くが 

病院や介護施設に勤務しているほか、外国人選手や学生 

なども在籍し、仕事や勉強とラグビーを両立しています。 

 

   横浜 FC （男子サッカーチーム） 

横浜市民の皆様と手を取り合い、喜びと感動を創り出す 

活動を行い、一緒に豊かな街を作る挑戦を行っています。 

応援よろしくお願いします。 

                                               

お問合せ先 

【市庁舎アトリウム内事業について】 

   横浜市健康福祉局健康推進課担当課長 石津 雄一郎  ℡045-671-2436 

【献血について】 

 神奈川県赤十字血液センター事業推進一副部長兼参事 脇谷 勇次   ℡045-834-4619 

チーム紹介 

©横浜キヤノンイーグルス 

【今後の市庁舎献血・骨髄ドナー登録会（予定）】 

・令和７年７月17日、18日（横浜スポーツパートナーズとコラボ予定） 

【献血推進キャラクター「けんけつちゃん」からのお願い】 

イベント後は試合観戦に行き、 

選手たちの活躍を応援するっち！ 

いま、神奈川県内の医療機関で使用される輸血用血液製剤の需要が急増

しているっち。 

血液は長期保存ができないし（赤血球は 28 日間、血小板は４日間）、

人工的に作ることもできないっち。 

輸血を必要とする患者の皆さんへ安定的に血液を届けるためには、多く

の方に継続して献血にご協力をいただく必要があるっち。 


